
地元国会議員４名と懇談後に徳島駅前で街頭宣伝

　

３
月
10
日
の
春
闘
統
一
回
答

指
定
日
と
11
日
の
全
国
統
一
行

動
日
に
合
わ
せ
、
全
厚
労
各
県

労
組
で
団
体
交
渉
や
様
々
な
ア

ピ
ー
ル
行
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

三
重
で
は
３
月
４
日
の
経
営

協
議
会
で
、「
中
期
経
営
計
画

の
最
終
年
度
と
し
て
職
員
に
報

い
る
た
め
に
10
万
円
の
手
当
を

支
給
す
る
」
回
答
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
岐
阜
は
３
月
９
日
の
年

度
末
交
渉
で
、
臨
時
特
別
手
当

と
し
て
０
・
65
ヵ
月
の
支
給
と

国
の
慰
労
金
未
受
給
者
へ
の
５

万
円
加
算
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

福
島
で
は
３
月
10
日
に
年
度

末
一
時
金
の
団
体
交
渉
。
県
か

ら
の
慰
労
金
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
る
こ
と
や
、
賃
金
・
一
時

金
の
削
減
が
離
職
の
一
番
の
原

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、

コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
し
て
き
た
職

員
へ
の
敬
意
と
、
若
い
世
代
が

担
う
厚
生
連
が
魅
力
あ
る
職
場

と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
検
討

を
求
め
ま
し
た
。
会
か
ら
は
コ

ロ
ナ
関
連
補
助
金
込
み
で
も
３

億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
が
、

職
員
の
頑
張
り
に
答
え
た
い
と
、

事
業
推
進
手
当
０
・
１
ヵ
月
支

給
と
４
月
以
降
も
継
続
雇
用
さ

れ
る
方
に
一
律

１
万
円
支
給
の

回
答
が
あ
り
合

意
し
ま
し
た
。

　

秋
田
で
は
２

５
０
０
を
超
え

る
春
闘
ワ
ッ
ペ

ン（
紙
面
右
下
）

を
配
布
し
春
闘

を
展
開
。
３
月

12
日
の
団
体
交
渉
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
応
へ
の
慰
労
金

一
律
５
万
円
支
給
の
回
答
を
引

き
出
し
ま
し
た
。

　

全
国
統
一
行
動
日
に
は
、
福

島
で
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ

ー
ル
と
春
闘
ビ
ラ
の
配
布
。
例

年
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
が
定

番
の
春
闘
朝
ビ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト

は
昨
年
コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
今
春
闘
で
開
催

し
ま
す
。
長
野
で
も
県
医
労
連

の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
に
結

集
。
茨
城
で
は
６
病
院
で
職
員

向
け
春
闘
ビ
ラ
を
１
５
０
０
枚

配
布
し
、
茨
厚
労
本
部
書
記
局

で
署
名
ハ
ガ
キ
と
、

春
闘
共
闘
「
ま
ず

は
相
談
を
！
」
チ

ラ
シ
を
約
２
３
０

組
に
各
戸
配
布
を

行
い
ま
し
た
。
徳

島
で
は
県
医
労
連

と
共
に
国
会
議
員

事
務
所
訪
問
と
駅

頭
宣
伝
を
行
い
ま

し
た
。

秋厚労鹿角支部　リハビリテーション科：「日々の笑顔を大切に、協力しながら頑張る意識が高まりました。コロナ禍をみんなで乗り越えよう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コロナ退治したら秋田さ遊びにきてけれー」

全厚労Twitter 全厚労Twitterア
カウント開設しま
した☆左QRコー
ドからフォローお
願いします。アイ
コンは21春闘ワ
ッペンです‼

長野県医労連と共に路上スタンディング行動

デ
ザ
イ
ン
・
構
成

加
藤
書
記
（
全
厚
労
本
部
）

　統一行動スタンディングでは
最低賃金アップ、医療機関の減
収補填・PCR検査の拡大・十分な
休業補償等を訴えました。その
後毎週行われている金曜行動を
３・11に合わせ原発反対スタン
ディングに参加しました。
　人通りは少なく地域の人口減少・失
われた商店街の活気を目の当たりにし
ましたが、参加者は通行人よりも多く
ほぼ高齢者ですが活気がありました。
（福厚労執行委員長・斎藤文子）

春
闘・原
発
反
対
で
地
域
へ
ア
ピ
ー
ル

福島
寄稿
大
震
災
か
ら
10
年

全
て
奪
う
原
発
事
故

大
震
災
か
ら
10
年

全
て
奪
う
原
発
事
故
全厚連
懇談

黒
字
化

全
体
では
黒
字
化

全
体
では

2面4面
フ
ラ
ッ
グ
リ
レ
ー
写
真
続
々
集
ま
る

　春闘ワッペンは争議
行為の一つで春闘期
間に組合員や執行部
が職場で着用します。
ワッペン着用で職場の
労働環境改善のため
に組合が交渉している
ことをアピールできま
す。また春闘が始まっ
たことが一目でわかる
ことや、大勢の職員が
着用することで団結力が増し、交渉相手へ多くの職員の
大切な要求だということを伝えることができます。
　今年の春闘ワッペンは全厚労全体で１万４千個を作成し
各県の春闘闘争で活躍しています。デザインやフレーズ
は春闘討論集会中の投票で決めています。医療現場で安
全に使用できるよう、やわらかいビニール素材に、外れに
くい安全ピンと、針を使用しないプラスチッククリップが
両方ついているので職場や衣類に合わせて使えます。
　まだワッペン闘争をしていない方はこれを機に着用しま
しょう！

春闘ワッペンとは

アピールするよアピールするよ
私もワッペン私もワッペン

アピールするよ
私もワッペン

アピールするよ
私もワッペン21

春闘
21
春闘
21
春闘

https://www.zenkouro.org/
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Ａ
．「
業
務
命
令
」違
反
で
あ

れ
ば
、な
ん
ら
か
の「
懲
戒
処

分
」を
受
け
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
が
、命
令（
明
示
）さ

れ
て
い
な
い
時
間
外
の
参
加

は
、労
働
者
の
自
由
で
あ
り
、

罰
を
受
け
る
理
由
は
あ
り
ま

せ
ん
。

―
―

所
定
労
働
時
間（
定
時
）

の
勤
務
は
、使
用
者
の
指
揮

命
令
下
に
あ
り
、拘
束
時
間

で
す
が
、終
業
後
に
労
働
者

は
解
放
さ
れ
ま
す
。時
間
外

に
も
拘
束
す
る
た
め
に
は
、

就
業
規
則
に
時
間
外
労
働
の

規
定
と
、「
36
協
定
」を
結
ん

だ
上
で
、「
業
務
命
令
」を
発

す
る
事
が
条
件
で
す
。今
回

の
ケ
ー
ス
で
は
、明
示
さ
れ

た
業
務
命
令
も
な
い
の
で
、

罰
を
受
け
る
必
然
性
が
あ
り

ま
せ
ん
。上
司
の
発
言
で「
参

加
を
強
要
す
る
」よ
う
な
ら
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
も
な
り
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
の
詳
細

説
明
も
参
照

し
て
下
さ
い
。

時
間
外
研
修
の
欠
席
で「
罰
則
」？

時
間
外
研
修
の
欠
席
で「
罰
則
」？

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法
第
４
回

Ｑ
．
病
院
長
か
ら
「
研
修
（
時
間
外
）
を
受
け
な
か
っ
た

者
に
は
、
罰
を
与
え
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
必

ず
参
加
す
る
よ
う
に
は
聞
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
欠
席
し

た
の
で
す
が
、罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

福厚労では南相馬市へのボランティア活動を毎年続けています

20
秋
闘
に
続
き
、

z
o
o
m
で
要
請
し
ま
し
た

　

あ
れ
か
ら
10
年
、
区
切
り
に

は
し
た
く
な
い
と
い
う
被
災
者

が
い
る
。
未
だ
に
避
難
者
は
岩

手
・
宮
城
・
福
島
の
三
県
で
４

万
人
以
上
、
そ
の
う
ち
福
島
は

３
万
５
千
人
以
上
い
る
。
関
連

死
は
３
７
７
５
人
中
、
福
島
は

２
３
２
０
人
と
他
県
に
比
べ
て

多
い
。
そ
れ
は
津
波
被
害
に
加

え
原
発
事
故
が
原
因
で
あ
る
。

　

福
島
県
厚
生
連
で
も
特
に
浜

通
り
の
鹿
島
厚
生
病
院
、
双
葉

厚
生
病
院
に
影
響
が
あ
り
、
産

ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
と

津
波
で
亡
く
な
ら
れ
た
職
員
が

い
た
。
双
葉
厚
生
病
院
職
員
は

患
者
さ
ん
と
の
過
酷
な
避
難
・

搬
送
を
終
え
自
ら
避
難
者
と
な

っ
た
。
当
時
の
分
会
長
か
ら
は

「
地
震
直
後
か
ら
の
組
合
の
全
面

的
な
支
援
を
忘
れ
な
い
、
他
県

か
ら
の
支
援
・
エ
ー
ル
で
勇
気

づ
け
ら
れ
た
」
と
の
言
葉
が
あ

り
、
彼
女
の
思
い
と
全
厚
労
本

部
を
は
じ
め
各
道
県
か
ら
の
支

援
を
あ
ら
た
め
て
有
難
く
思
う
。

　

原
発
事
故
後
、
長
期
間
に
な

る
と
も
知
ら
ず
避
難
し
故
郷
を

離
れ
今
も
帰
還
で
き
な
い
方
が

い
る
。
原
発
事
故
が
な
け
れ
ば

捜
索
が
出
来
て
助
か
っ
た
命
も

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
原
発

の
安
全
神
話
は
崩
れ
、
原
発
事

故
の
代
償
は
あ
ま
り
に
も
大
き

す
ぎ
た
。
廃
炉
ま
で
あ
と
何
十

年
か
。
他
県
で
福
島
と
同
じ
苦

し
み
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
と
常
に
思
う
。
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
、
か
け
が
え
の
な
い
大

切
な
愛
す
る
全
て
を
奪
う
原
発

は
絶
対
い
ら
な
い
。

福
厚
労
執
行
委
員
長　

斎
藤
文
子

　

◆　
　

◆　
　

◆

　

全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
震

災
当
時
、
双
葉
分
会
長
か
ら
の

手
記
を
３
号
に
渡
っ
て
掲
載
し

ま
し
た
。
今
回
、
改
め
て
当
時

の
紙
面
を
ま
と
め
て
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
ま
し
た
。

是
非
読
ん
で

頂
け
た
ら
幸

い
で
す
。

　

徳
厚
労
は
３
月
11
日
、
産
別

統
一
行
動
に
結
集
し
、
徳
島
選

出
国
会
議
員
の
事
務
所
訪
問
と

徳
島
駅
頭
宣
伝
行
動
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、
衆
議
院
議
員

で
福
山
守
（
四
国
比
例
）氏
、

後
藤
田
正
純
（
徳
島
一
区
）

氏
と
参
議
院
の
三
木
亨
・

中
西
祐
介
議
員
の
合
同
事

務
所
で
、
い
ず
れ
も
自
民

党
で
す
。
国
会
開
会
中
の

平
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

秘
書
対
応
で
し
た
が
、各
々

30
〜
50
分
程
度
、
懇
談
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

真
剣
に
話
を
聞
い
て
頂

き
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医

療
現
場
に
対
す
る
関
心
は
か
つ

て
な
い
ほ
ど
高
い
と
感
じ
ま
し

た
。
要
請
内
容
も
議
員
に
し
っ

か
り
と
伝
え
ま
す
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
あ
れ
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
し
か
し

被
災
地
の
復
興
は
道
半
ば
で
す
。
原
発
事
故
が
起
き
た
福
島
で
は
、
５
Km
圏
内
に
あ
っ
た

双
葉
厚
生
病
院
が
閉
鎖
、
未
だ
立
ち
入
り
も
出
来
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
震
災
10
周
年

に
あ
た
り
、
福
厚
労
執
行
委
員
長
に
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

徳
島・統一行
動
で
国
会
議
員
へ
要
請

東日本大震災・

　

２
月
22
日
、
全
厚
労
四
役
は
全
厚
連

へ
21
春
闘
要
求
を
申
し
入
れ
る
と
と
も

に
、
年
間
一
時
金
で
の
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
分
を
最
後
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
強

く
要
請
し
ま
し
た
。

　

中
村
理
事
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
奮

闘
す
る
厚
生
連
職
員
の
皆
さ
ん
に
心
よ

り
敬
意
を
表
し
た
い
。
日
本
病
院
会
の

調
査
で
は
、
４
割
で
一
時
金
マ
イ
ナ
ス
、

補
助
金
を
入
れ
て
も
収
支
赤
字
と
い
う

結
果
の
中
で
、
厚
生
連
は
良
く
踏
み
と

ど
ま
っ
た
と
思
う
。
皆
さ
ん
の
頑
張
り

が
あ
っ
た
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

榛
葉
理
事
は
、「
一
時
金
マ
イ
ナ
ス

の
県
も
、
補
助

金
が
入
れ
ば
一

時
金
に
充
て
た

い
と
の
考
え
。

年
度
末
ま
で
し

っ
か
り
と
申
請

す
る
よ
う
伝
え

て
い
る
」、「
補

助
金
は
病
院
間

で
凸
凹
は
あ
る

が
、
ト
ー
タ
ル

で
は
な
ん
と
か
黒
字
と
な
り
そ
う
。
た

だ
今
後
の
患
者
動
向
も
不
透
明
で
あ
り
、

３
月
に
も
再
度
『
農
民
の
健
康
を
創
る

会
』
に
要
請
を
行
う
」
と
し
ま
し
た
。

　

全
厚
労
か
ら
は
、「
医
療
の
賃
金
は
、

未
だ
全
産
業
平
均
か
ら
大
き
く
下
回
っ

て
お
り
、
残
業
や
夜
勤
手
当
等
の
所
定

外
手
当
で
生
活
を
維
持
し
て
い
る
状
況
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
定
時
に
帰
れ
る
と

か
、
休
日
が
し
っ
か
り
取
れ
る
職
場
は

当
た
り
前
。
人
手
確
保
の
た
め
、
さ
ら

な
る
労
働
条
件
改
善
に
取
り
組
ん
で
欲

し
い
」と
訴
え
ま
し
た
。全
厚
連
は
、「
個

別
の
労
働
条
件
は
各
県
の
労
使
に
委
ね

ざ
る
を
得
な
い
が
、
法
令
遵
守
は
当
然

で
、
研
修
等
は
行
っ
て
い
く
。
医
師
の

『
働
き
方
改
革
』
で
は
十
分
に
対
策
を

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
地
方
で
は
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、

人
々
が
安
心
し
て
住
め
る
た
め
に
は
医

療
機
関
は
不
可
欠
。
安
易
に
縮
小
路
線

を
進
め
な
い
で
欲
し
い
」
と
要
請
し
ま

し
た
。

交付金で全体では黒字化に交付金で全体では黒字化に交付金で全体では黒字化に
秋闘に続き、全厚連へ春闘要求申し入れ

原発事故原発事故原発事故 10年

医
療
現
場
に
強
い
関
心

医
療
現
場
に
強
い
関
心

これは「区切り」ではないこれは「区切り」ではないこれは「区切り」ではない
から

まもなく新人がやってくるまもなく新人がやってくる

安心の備えを新人にも勧めよう
　3月になりました。いよいよ新
人が入ってきます。新歓の準備は
出来ているでしょうか？
　医労連共済では、新歓の応援で
「共済プレゼント」の補助や、新
人との対話のための「みんなの助
けあい」アンケートを用意しました。

活用の仕方
も事前に検
討して、新人
100%加入に
役立ててくだ
さい。

衆議院厚労委員・後藤田正純事務所へ訪問

新歓でも共済新歓でも共済新歓でも共済

締め切り：2021年４月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
12
・
１
月
合
併
号
の
答
え
は
「
オ
セ
チ
リ
ョ

ウ
リ
」
で
、
当
選
倍
率
は
１
・
７
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
30
名
当
選
）
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
テ

レ
ワ
ー
ク
が
定
着

し
た
。
便
利
な
反

面
、ス
ト
レ
ス
も
あ

る
ら
し
い
。テ
レ
ワ

ー
ク
の
ス
ト
レ
ス
は

「
雑
談
が
あ
る
」に

比
べ「
な
い
」ほ
う

が
解
消
で
き
て
い

な
い
と
い
う
調
査

結
果
が
で
た
。
あ

れ
？
病
院
も
同
じ

じ
ゃ
な
い
か
。行
き

過
ぎ
た
効
率
化

（
加
算
！
加
算
！

加
算
！
）で
雑
談
が
で
き
な
い

忙
し
さ
、崩
れ
る
人
間
関
係・

沈
む
職
場
の
雰
囲
気…

ス
ト

レ
ス
半
端
ね
え
。病
院
職
員
は

あ
な
た
が
思
っ
て
い
る
よ
り
不

健
康
で
す
。問
題
あ
り
で
す
。

（
Ｈ
Ｔ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　静厚労からきよみ支部の山内明子さんを紹
介します。
　山内さんは理学療法士で、静厚労本部では
副執行委員長として活躍中です。家に帰れば
２児の母。多忙のはずですが「組合活動楽し
いです！」といつも明るく前むきに組合活動
に取り組む姿に頭が下がります。高校の時か
ら才女だったと同級生から情報も頂いていま
す。これからも静厚労の花として活躍してく
れる事を確信しています。
　一緒に組合活動をさせて頂いて皆が山内さんの笑顔に癒されています。
　静厚労本部より感謝の気持ちを添えて。

　大分で青年部長をしています、吉村友里
です。
　私は、病院内ではなく、病院の持つ老健
施設で普段仕事をしています。部署には年
齢の近い職員が居ない為青年の活動に参加
する事で仕事の悩みやプライベートの話が
気軽に出来る仲間を見つけることが出来ま
した。職場で気軽に話ができる人が１人で
も居てくれるととても心強いことに活動に
参加するたびに気づかされます。活動に積
極的に参加してくれる青年が減少傾向にあ

る県が多いと思いますが、仲間作りを通して、働きやすい職場だと感
じることが出来る人が１人でも多く増えるよう様々な活動に取り組ん
でいければと思います。コロナに負けずに頑張りましょー！

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第161回は静岡と大分にお願い
しました。

頑張る仲間

静岡　山内明子さん

大分　吉村友里さん

　

先
日
春
闘
に
向
け
て
医
労
連
の
ア
ン
ケ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
支
部
の
ま
と
め

を
見
て
思
っ
た
こ
と
。
自
由
記
載
に
も
コ
ロ

ナ
診
療
に
つ
い
て
の
思
い
が
多
く
か
か
れ
て

お
り
、
疲
労
と
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
や
や
攻
撃
的
な
記

載
も
見
ら
れ
、
忙
し
す
ぎ
て
み
ん
な
頑
張
っ

て
い
る
と
い
う
根
本
が
見
え
な
く
な
っ
て
い

る
人
も
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん…

。
今
こ

そ
団
結
が
必
要
な
の
に
！            

（
長
野
）

―
―
多
く
の
組
合
員
（
職
員
）
は
自
分
の
目

の
前
の
現
実
し
か
見
え
な
く
な
り
、
そ

こ
で
の
不
平
不
満
を
漏
ら
し
が
ち
で
す

が
、
そ
こ
を
労
組
幹
部
や
管
理
職
が
全

体
の
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
状
況

説
明
し
て
あ
げ
る
と
理
解
さ
れ
よ
り
団

結
が
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！   （
Ｋ
Ｕ
）

　

全
国
の
厚
生
連
の
年
男
年
女
の
方
々
の
抱

負
や
全
厚
労
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
読
者
の
声
な
ど
、

内
容
が
と
て
も
充
実
し
て
い
て
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、

今
も
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
世
の
中
で
す
が
、

お
身
体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
て
お

過
ご
し
下
さ
い
。
次
号
も
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。                              

（
北
海
道
）

―
―
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
ご
感
想
と
、
暖
か
い
お

言
葉
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
で
集
ま
れ
ま
せ
ん
が
各
県
の
活
動
の

様
子
を
お
届
け
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
Ｋ
Ｔ
）

　
「
読
者
の
声
」
に
は
共
感
で
き
る
内
容
が

多
い
の
で
、
自
分
１
人
で
思
っ
て
い
る
こ
と

じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
全

厚
労
の
歴
史
は
70
年
に
渡
る
ん
で
す
ね
。
記

事
で
は
サ
ラ
ッ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
す

ご
く
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
全
国
の
厚
生
連
の
仲
間
達
の

待
遇
改
善
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。                                  

（
三
重
）

―
―
共
感
っ
て
大
事
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
も
心
の
栄
養
に
な
り
ま
す

か
ら
。
三
重
の
あ
な
た
様
の
コ
メ
ン
ト

に
多
く
の
人
が
共
感
し
て
い
ま
す
。
共

感
し
た
一
人
と
し
て
「
あ
り
が
と
う
」。

（
Ｈ
Ｔ
）

　

年
末
一
時
金
の
前
年
水
準
の
確
保
の
ニ
ュ

ー
ス
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
や

は
り
厚
生
連
は
労
組
の
努
力
も
大
き
い
で
す

が
、
給
料
面
の
安
定
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま

し
た
。今
後
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。（
福
島
）

―
―
み
ん
な
に
「
厚
生
連
に
入
職
し
て
良
か
っ

た
ぁ
。」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

労
働
条
件
や
働
き
や
す
い
職
場
環
境
つ

く
り
を
目
指
し
て
労
働
組
合
は
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。　
（
Ｏ
Ｇ
）

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワード
はすべてＱＲコードよりスマホから投稿できます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオ
カード）は必須事項です。質問１・２は、聞
かせて・教えてのコーナー掲載号で使用します。

右のＱＲコードから全厚労ホームペ
ージを開き、「資料・データ」のペー
ジから過去の全厚労ニュースを見る
事が出来ます。
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Ａ
．「
業
務
命
令
」違
反
で
あ

れ
ば
、な
ん
ら
か
の「
懲
戒
処

分
」を
受
け
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
が
、命
令（
明
示
）さ

れ
て
い
な
い
時
間
外
の
参
加

は
、労
働
者
の
自
由
で
あ
り
、

罰
を
受
け
る
理
由
は
あ
り
ま

せ
ん
。

―
―

所
定
労
働
時
間（
定
時
）

の
勤
務
は
、使
用
者
の
指
揮

命
令
下
に
あ
り
、拘
束
時
間

で
す
が
、終
業
後
に
労
働
者

は
解
放
さ
れ
ま
す
。時
間
外

に
も
拘
束
す
る
た
め
に
は
、

就
業
規
則
に
時
間
外
労
働
の

規
定
と
、「
36
協
定
」を
結
ん

だ
上
で
、「
業
務
命
令
」を
発

す
る
事
が
条
件
で
す
。今
回

の
ケ
ー
ス
で
は
、明
示
さ
れ

た
業
務
命
令
も
な
い
の
で
、

罰
を
受
け
る
必
然
性
が
あ
り

ま
せ
ん
。上
司
の
発
言
で「
参

加
を
強
要
す
る
」よ
う
な
ら
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
も
な
り
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
の
詳
細

説
明
も
参
照

し
て
下
さ
い
。

時
間
外
研
修
の
欠
席
で「
罰
則
」？

時
間
外
研
修
の
欠
席
で「
罰
則
」？

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法
第
４
回

Ｑ
．
病
院
長
か
ら
「
研
修
（
時
間
外
）
を
受
け
な
か
っ
た

者
に
は
、
罰
を
与
え
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
必

ず
参
加
す
る
よ
う
に
は
聞
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
欠
席
し

た
の
で
す
が
、罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

福厚労では南相馬市へのボランティア活動を毎年続けています

20
秋
闘
に
続
き
、

z
o
o
m
で
要
請
し
ま
し
た

　

あ
れ
か
ら
10
年
、
区
切
り
に

は
し
た
く
な
い
と
い
う
被
災
者

が
い
る
。
未
だ
に
避
難
者
は
岩

手
・
宮
城
・
福
島
の
三
県
で
４

万
人
以
上
、
そ
の
う
ち
福
島
は

３
万
５
千
人
以
上
い
る
。
関
連

死
は
３
７
７
５
人
中
、
福
島
は

２
３
２
０
人
と
他
県
に
比
べ
て

多
い
。
そ
れ
は
津
波
被
害
に
加

え
原
発
事
故
が
原
因
で
あ
る
。

　

福
島
県
厚
生
連
で
も
特
に
浜

通
り
の
鹿
島
厚
生
病
院
、
双
葉

厚
生
病
院
に
影
響
が
あ
り
、
産

ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
と

津
波
で
亡
く
な
ら
れ
た
職
員
が

い
た
。
双
葉
厚
生
病
院
職
員
は

患
者
さ
ん
と
の
過
酷
な
避
難
・

搬
送
を
終
え
自
ら
避
難
者
と
な

っ
た
。
当
時
の
分
会
長
か
ら
は

「
地
震
直
後
か
ら
の
組
合
の
全
面

的
な
支
援
を
忘
れ
な
い
、
他
県

か
ら
の
支
援
・
エ
ー
ル
で
勇
気

づ
け
ら
れ
た
」
と
の
言
葉
が
あ

り
、
彼
女
の
思
い
と
全
厚
労
本

部
を
は
じ
め
各
道
県
か
ら
の
支

援
を
あ
ら
た
め
て
有
難
く
思
う
。

　

原
発
事
故
後
、
長
期
間
に
な

る
と
も
知
ら
ず
避
難
し
故
郷
を

離
れ
今
も
帰
還
で
き
な
い
方
が

い
る
。
原
発
事
故
が
な
け
れ
ば

捜
索
が
出
来
て
助
か
っ
た
命
も

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
原
発

の
安
全
神
話
は
崩
れ
、
原
発
事

故
の
代
償
は
あ
ま
り
に
も
大
き

す
ぎ
た
。
廃
炉
ま
で
あ
と
何
十

年
か
。
他
県
で
福
島
と
同
じ
苦

し
み
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
と
常
に
思
う
。
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
、
か
け
が
え
の
な
い
大

切
な
愛
す
る
全
て
を
奪
う
原
発

は
絶
対
い
ら
な
い
。

福
厚
労
執
行
委
員
長　

斎
藤
文
子

　

◆　
　

◆　
　

◆

　

全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
震

災
当
時
、
双
葉
分
会
長
か
ら
の

手
記
を
３
号
に
渡
っ
て
掲
載
し

ま
し
た
。
今
回
、
改
め
て
当
時

の
紙
面
を
ま
と
め
て
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
ま
し
た
。

是
非
読
ん
で

頂
け
た
ら
幸

い
で
す
。

　

徳
厚
労
は
３
月
11
日
、
産
別

統
一
行
動
に
結
集
し
、
徳
島
選

出
国
会
議
員
の
事
務
所
訪
問
と

徳
島
駅
頭
宣
伝
行
動
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、
衆
議
院
議
員

で
福
山
守
（
四
国
比
例
）氏
、

後
藤
田
正
純
（
徳
島
一
区
）

氏
と
参
議
院
の
三
木
亨
・

中
西
祐
介
議
員
の
合
同
事

務
所
で
、
い
ず
れ
も
自
民

党
で
す
。
国
会
開
会
中
の

平
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

秘
書
対
応
で
し
た
が
、各
々

30
〜
50
分
程
度
、
懇
談
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

真
剣
に
話
を
聞
い
て
頂

き
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医

療
現
場
に
対
す
る
関
心
は
か
つ

て
な
い
ほ
ど
高
い
と
感
じ
ま
し

た
。
要
請
内
容
も
議
員
に
し
っ

か
り
と
伝
え
ま
す
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
あ
れ
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
し
か
し

被
災
地
の
復
興
は
道
半
ば
で
す
。
原
発
事
故
が
起
き
た
福
島
で
は
、
５
Km
圏
内
に
あ
っ
た

双
葉
厚
生
病
院
が
閉
鎖
、
未
だ
立
ち
入
り
も
出
来
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
震
災
10
周
年

に
あ
た
り
、
福
厚
労
執
行
委
員
長
に
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

徳
島・統一行
動
で
国
会
議
員
へ
要
請

東日本大震災・

　

２
月
22
日
、
全
厚
労
四
役
は
全
厚
連

へ
21
春
闘
要
求
を
申
し
入
れ
る
と
と
も

に
、
年
間
一
時
金
で
の
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
分
を
最
後
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
強

く
要
請
し
ま
し
た
。

　

中
村
理
事
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
奮

闘
す
る
厚
生
連
職
員
の
皆
さ
ん
に
心
よ

り
敬
意
を
表
し
た
い
。
日
本
病
院
会
の

調
査
で
は
、
４
割
で
一
時
金
マ
イ
ナ
ス
、

補
助
金
を
入
れ
て
も
収
支
赤
字
と
い
う

結
果
の
中
で
、
厚
生
連
は
良
く
踏
み
と

ど
ま
っ
た
と
思
う
。
皆
さ
ん
の
頑
張
り

が
あ
っ
た
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

榛
葉
理
事
は
、「
一
時
金
マ
イ
ナ
ス

の
県
も
、
補
助

金
が
入
れ
ば
一

時
金
に
充
て
た

い
と
の
考
え
。

年
度
末
ま
で
し

っ
か
り
と
申
請

す
る
よ
う
伝
え

て
い
る
」、「
補

助
金
は
病
院
間

で
凸
凹
は
あ
る

が
、
ト
ー
タ
ル

で
は
な
ん
と
か
黒
字
と
な
り
そ
う
。
た

だ
今
後
の
患
者
動
向
も
不
透
明
で
あ
り
、

３
月
に
も
再
度
『
農
民
の
健
康
を
創
る

会
』
に
要
請
を
行
う
」
と
し
ま
し
た
。

　

全
厚
労
か
ら
は
、「
医
療
の
賃
金
は
、

未
だ
全
産
業
平
均
か
ら
大
き
く
下
回
っ

て
お
り
、
残
業
や
夜
勤
手
当
等
の
所
定

外
手
当
で
生
活
を
維
持
し
て
い
る
状
況
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
定
時
に
帰
れ
る
と

か
、
休
日
が
し
っ
か
り
取
れ
る
職
場
は

当
た
り
前
。
人
手
確
保
の
た
め
、
さ
ら

な
る
労
働
条
件
改
善
に
取
り
組
ん
で
欲

し
い
」と
訴
え
ま
し
た
。全
厚
連
は
、「
個

別
の
労
働
条
件
は
各
県
の
労
使
に
委
ね

ざ
る
を
得
な
い
が
、
法
令
遵
守
は
当
然

で
、
研
修
等
は
行
っ
て
い
く
。
医
師
の

『
働
き
方
改
革
』
で
は
十
分
に
対
策
を

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
地
方
で
は
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、

人
々
が
安
心
し
て
住
め
る
た
め
に
は
医

療
機
関
は
不
可
欠
。
安
易
に
縮
小
路
線

を
進
め
な
い
で
欲
し
い
」
と
要
請
し
ま

し
た
。

交付金で全体では黒字化に交付金で全体では黒字化に交付金で全体では黒字化に
秋闘に続き、全厚連へ春闘要求申し入れ

原発事故原発事故原発事故 10年

医
療
現
場
に
強
い
関
心

医
療
現
場
に
強
い
関
心

これは「区切り」ではないこれは「区切り」ではないこれは「区切り」ではない
から

まもなく新人がやってくるまもなく新人がやってくる

安心の備えを新人にも勧めよう
　3月になりました。いよいよ新
人が入ってきます。新歓の準備は
出来ているでしょうか？
　医労連共済では、新歓の応援で
「共済プレゼント」の補助や、新
人との対話のための「みんなの助
けあい」アンケートを用意しました。

活用の仕方
も事前に検
討して、新人
100%加入に
役立ててくだ
さい。

衆議院厚労委員・後藤田正純事務所へ訪問

新歓でも共済新歓でも共済新歓でも共済

締め切り：2021年４月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
12
・
１
月
合
併
号
の
答
え
は
「
オ
セ
チ
リ
ョ

ウ
リ
」
で
、
当
選
倍
率
は
１
・
７
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
30
名
当
選
）
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
テ

レ
ワ
ー
ク
が
定
着

し
た
。
便
利
な
反

面
、ス
ト
レ
ス
も
あ

る
ら
し
い
。テ
レ
ワ

ー
ク
の
ス
ト
レ
ス
は

「
雑
談
が
あ
る
」に

比
べ「
な
い
」ほ
う

が
解
消
で
き
て
い

な
い
と
い
う
調
査

結
果
が
で
た
。
あ

れ
？
病
院
も
同
じ

じ
ゃ
な
い
か
。行
き

過
ぎ
た
効
率
化

（
加
算
！
加
算
！

加
算
！
）で
雑
談
が
で
き
な
い

忙
し
さ
、崩
れ
る
人
間
関
係・

沈
む
職
場
の
雰
囲
気…

ス
ト

レ
ス
半
端
ね
え
。病
院
職
員
は

あ
な
た
が
思
っ
て
い
る
よ
り
不

健
康
で
す
。問
題
あ
り
で
す
。

（
Ｈ
Ｔ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　静厚労からきよみ支部の山内明子さんを紹
介します。
　山内さんは理学療法士で、静厚労本部では
副執行委員長として活躍中です。家に帰れば
２児の母。多忙のはずですが「組合活動楽し
いです！」といつも明るく前むきに組合活動
に取り組む姿に頭が下がります。高校の時か
ら才女だったと同級生から情報も頂いていま
す。これからも静厚労の花として活躍してく
れる事を確信しています。
　一緒に組合活動をさせて頂いて皆が山内さんの笑顔に癒されています。
　静厚労本部より感謝の気持ちを添えて。

　大分で青年部長をしています、吉村友里
です。
　私は、病院内ではなく、病院の持つ老健
施設で普段仕事をしています。部署には年
齢の近い職員が居ない為青年の活動に参加
する事で仕事の悩みやプライベートの話が
気軽に出来る仲間を見つけることが出来ま
した。職場で気軽に話ができる人が１人で
も居てくれるととても心強いことに活動に
参加するたびに気づかされます。活動に積
極的に参加してくれる青年が減少傾向にあ

る県が多いと思いますが、仲間作りを通して、働きやすい職場だと感
じることが出来る人が１人でも多く増えるよう様々な活動に取り組ん
でいければと思います。コロナに負けずに頑張りましょー！

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第161回は静岡と大分にお願い
しました。

頑張る仲間

静岡　山内明子さん

大分　吉村友里さん

　

先
日
春
闘
に
向
け
て
医
労
連
の
ア
ン
ケ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
支
部
の
ま
と
め

を
見
て
思
っ
た
こ
と
。
自
由
記
載
に
も
コ
ロ

ナ
診
療
に
つ
い
て
の
思
い
が
多
く
か
か
れ
て

お
り
、
疲
労
と
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
や
や
攻
撃
的
な
記

載
も
見
ら
れ
、
忙
し
す
ぎ
て
み
ん
な
頑
張
っ

て
い
る
と
い
う
根
本
が
見
え
な
く
な
っ
て
い

る
人
も
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん…
。
今
こ

そ
団
結
が
必
要
な
の
に
！            

（
長
野
）

―
―
多
く
の
組
合
員
（
職
員
）
は
自
分
の
目

の
前
の
現
実
し
か
見
え
な
く
な
り
、
そ

こ
で
の
不
平
不
満
を
漏
ら
し
が
ち
で
す

が
、
そ
こ
を
労
組
幹
部
や
管
理
職
が
全

体
の
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
状
況

説
明
し
て
あ
げ
る
と
理
解
さ
れ
よ
り
団

結
が
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！   （
Ｋ
Ｕ
）

　

全
国
の
厚
生
連
の
年
男
年
女
の
方
々
の
抱

負
や
全
厚
労
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
読
者
の
声
な
ど
、

内
容
が
と
て
も
充
実
し
て
い
て
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、

今
も
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
世
の
中
で
す
が
、

お
身
体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
て
お

過
ご
し
下
さ
い
。
次
号
も
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。                              

（
北
海
道
）

―
―
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
ご
感
想
と
、
暖
か
い
お

言
葉
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
で
集
ま
れ
ま
せ
ん
が
各
県
の
活
動
の

様
子
を
お
届
け
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
Ｋ
Ｔ
）

　
「
読
者
の
声
」
に
は
共
感
で
き
る
内
容
が

多
い
の
で
、
自
分
１
人
で
思
っ
て
い
る
こ
と

じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
全

厚
労
の
歴
史
は
70
年
に
渡
る
ん
で
す
ね
。
記

事
で
は
サ
ラ
ッ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
す

ご
く
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
全
国
の
厚
生
連
の
仲
間
達
の

待
遇
改
善
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。                                  

（
三
重
）

―
―
共
感
っ
て
大
事
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
も
心
の
栄
養
に
な
り
ま
す

か
ら
。
三
重
の
あ
な
た
様
の
コ
メ
ン
ト

に
多
く
の
人
が
共
感
し
て
い
ま
す
。
共

感
し
た
一
人
と
し
て
「
あ
り
が
と
う
」。

（
Ｈ
Ｔ
）

　

年
末
一
時
金
の
前
年
水
準
の
確
保
の
ニ
ュ

ー
ス
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
や

は
り
厚
生
連
は
労
組
の
努
力
も
大
き
い
で
す

が
、
給
料
面
の
安
定
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま

し
た
。今
後
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。（
福
島
）

―
―
み
ん
な
に
「
厚
生
連
に
入
職
し
て
良
か
っ

た
ぁ
。」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

労
働
条
件
や
働
き
や
す
い
職
場
環
境
つ

く
り
を
目
指
し
て
労
働
組
合
は
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。　
（
Ｏ
Ｇ
）

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワード
はすべてＱＲコードよりスマホから投稿できます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオ
カード）は必須事項です。質問１・２は、聞
かせて・教えてのコーナー掲載号で使用します。

右のＱＲコードから全厚労ホームペ
ージを開き、「資料・データ」のペー
ジから過去の全厚労ニュースを見る
事が出来ます。

（3） 2021年３月20日 第488号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2021年３月20日 第488号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　

前
日
同
集
会
で
は
、
日
本
と

海
外
代
表
か
ら
あ
い
さ
つ
が
行

わ
れ
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た

世
界
的
な
運
動
へ
の
さ
ら
な
る

呼
び
か
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
原
水
協
の
安
井
正
和
事

務
局
長
は
、
菅
首
相
が
条
約
発

効
日
の
参
議
院
代
表
質
問
で
禁

止
条
約
へ
の
参
加
を
問
わ
れ
て

も
「
署
名
す
る
考
え
は
な
い
」

と
背
を
向
け
た
こ
と
に
触
れ
、

「
核
保
有
国
と
非
核
国
の
『
橋

渡
し
』
と
言
い
な
が
ら
、
そ
の

実
態
は
核
保
有
国
の
代
弁
者
、

核
兵
器
廃
絶
の
妨
害
者
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
」
と
、
政
府
の
姿

勢
を
正
し
禁
止
条
約
へ
の
参
加

を
求
め
る
署
名
運
動
を
草
の
根

で
広
げ
る
こ
と
、
東
日
本
大
震

災
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
10

年
を
迎
え
事
故
被
害
へ
の
完
全

な
補
償
、
ま
た
高
知
の
ビ
キ
ニ

被
災
元
船
員
の
労
災
訴
訟
の
た

た
か
い
を
支
援
し
よ
う
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
国
連
の
中
満
泉
軍

縮
担
当
上
級
代
表
が
参
加
。
多

く
の
国
と
市
民
団
体
の
努
力
に

よ
り
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効

さ
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
依

然
と
し
て
核
の
脅
威
が
高
い
水

準
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

「
増
大
す
る
核
の
リ
ス
ク
を

排
除
す
る
唯
一
の
方
法
は

核
兵
器
を
廃
絶
す
る
こ
と

で
す
。
核
兵
器
保
有
国
に

は
核
軍
縮
を
リ
ー
ド
す
る

義
務
が
あ
る
一
方
、
す
べ

て
の
国
に
も
核
軍
縮
を
追

求
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
」

と
話
さ
れ
、
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
の
た
め
に

は
、
コ
ロ
ナ
で
延
期
と
な

っ
た
核
兵
器
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
運
用
検
討
会
議

で
の
具
体
的
な
対
話
が
必

要
だ
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

集
会
第
２
部
で
は
第
五
福
竜

丸
元
乗
組
員
の
大
石
又
七
さ
ん

が
一
昨
年
ロ
ー
マ
教
皇
に
あ
て

た
手
紙
を
、
東
京
江
東
区
に
あ

る
第
五
福
竜
丸
展
示
館
学
芸
員

の
市
田
真
理
さ
ん
が
代
読
し
、

放
射
能
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て

30
年
間
で
７
０
０
回
以
上
語
り

続
け
「
過
去
に
終
わ
っ
た
も
の

で
は
な
く
未
来
の
命
に
関
わ
る

事
件
」
と
、
平
和
へ
の
願
い
に

つ
い
て
訴
え
た
大
石
さ
ん
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
67
回
も
の
水
爆
実
験
を

う
け
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の

「
今
」
を
、
現
地
を
訪
れ
取
材

し
た
映
画
監
督
の
坂
田
雅
子
さ

ん
は
、
い
ま
も
土
壌
の
高
い
放

射
線
量
と
、
被
害
に
苦
し
む
島

民
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
交

え
、「
こ
れ
は
遠
い
国
、
遠
い

昔
の
物
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
過
去
で
あ
り
、
未
来

で
す
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

禁止条約を力に核兵器のない世界を禁止条約を力に核兵器のない世界を禁止条約を力に核兵器のない世界を

マーシャル諸島映像から、放射性物質が埋められたドーム

全厚労ピースウェーブはじまる

　
ア
メ
リ
カ
が
行
っ
た
水
爆
実
験
に
よ
り
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
や
、
日
本
の
マ
グ
ロ
漁
船
「
第
五
福
竜
丸
」
は
じ
め
多
く
の
漁

船
が
被
爆
し
、
原
水
爆
禁
止
運
動
の
発
端
と
も
な
っ
た
ビ
キ
ニ
事

件
か
ら
今
年
で
67
年
が
経
ち
ま
し
た
。
１
月
に
、
国
連
で
核
兵
器

の
開
発
、
保
有
、
使
用
を
禁
じ
る
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
さ
れ
、

初
め
て
と
な
る
「
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
厚
労
か
ら
も
８
県
25
名
が
参
加
し
全
体

集
会
・
分
散
会
で
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　新型コロナウイルスの影響で、例年参加してい
た原水禁世界大会やビキニデーがオンラインでの
開催となるなか「コロナ過でもできる平和の取り
組みを」と全厚労平和委員会で「ピースウェーブ」
に取り組んでいます。
　「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求
める署名」の集約と、8月に広島に奉納する折り
鶴の作成、「なくそう核兵器」のフラッグを掲げ
写真をとるフラッグリレーの３つの取り組みを呼
び掛け、各県からぞくぞくと折り鶴に取り組んで
いる報告や、フラッグをもった写真が集まってき
ています。静厚労からは各職場で取り組んだ沢山
の写真を送って頂きました。

世界平和の波ひろげて世界平和の波ひろげて

日
本
の
条
約
参
加

求
め
る

リ
ス
ク
排
除
に
は

廃
絶
し
か
な
い

核
兵
器
の
な
い

未
来
を

日
本
の
条
約
参
加

求
め
る

リ
ス
ク
排
除
に
は

廃
絶
し
か
な
い

核
兵
器
の
な
い

未
来
を

各県から報告ぞくぞく

国連を代表して参加された中満泉さん

広厚労・尾道支部

静厚労・清水支部

静厚労・遠州支部 静厚労・中伊豆支部

大厚労より届いた折り鶴

静厚労・静岡支部

（4）2021年３月20日 第488号全 厚 労 ニ ュ ー ス


